コンピュータウィルスの歴史
ウィルスへの知識を深めるため、まずその歴史を振り返ってみましょう。コンピュータウィルスの歴史は1972年から始まっています。

■1984年ウィルスに関する論文登場
「コンピュータウィルス」という言葉が使われるようになったのは、1984年のFred Cohen（フレッド・コーエン）教授の論文からになります。その中で、教授はコンピュータウィルスは「他のプログラムに自身のコピーを含ませるために、そのプログラムに変更を加えることによって感染できるプログラム」と定義しています。つまり、悪さしつつ自己増殖するプログラムです。自然界のウィルスそのものですから、コンピュータウィルスと名付けたのでしょう。
現在でも、これが狭義のコンピュータウィルスとされています。
このとき、教授はコンピュータウィルスの危険性を訴えましたが、何しろ1984年。ほとんどパソコンもネットワークも発達していない時代でしたから、誰も真剣に耳を貸しませんでした。
もっとも、悪さをするプログラムについては、すでに1972年のSF小説「The Shockwave Rider」に登場しています。
一般に、この小説でコンピュータウィルスの概念が初めて登場し、1984年にFred Cohen教授により、初めてコンピュータウィルスという名前が登場したとされています。

■1986年世界初のウィルス登場
一笑に付されたFred Cohen教授の論文でしたが、その2年後、実際のコンピュータウィルスが登場します。場所はパキスタン、名前は「Brain」（ブレイン）。「Pakistani Brain」(パキスタン・ブレイン)とも呼ばれている、歴史的なウィルスです。
パキスタンの兄弟が作成したもので、IBM製パソコンのディスクのブートセクタに感染します。話によると、作成した兄弟はコンピュータショップの経営者で、不正な海賊版流出を懲らしめるために作成したといわれています。

■1995年　マクロウィルスで爆発的に流行
1986年に作成されたウィルスは、まだシンプルなものでした。翌年、アンチウィルスソフトも開発されましたが、これもずいぶんとシンプルなものでした。
このウィルスがいっきに知名度を上げるのが、1995年のマクロウィルスからの登場からです。
「マクロ」とは、プログラムの一種で、あらかじめいくつかの操作ステップを記述することで、複雑な操作でも瞬時に行うことのできる便利な機能です。このマクロを使ったウィルスがマクロウィルスというわけです。
標的となったのはマイクロソフト社のWordとExcelです。これらには充実したマクロ機能が搭載されており、それを使用してウィルスを作成します。WordやExcelに搭載されている機能ですから、通常のプログラム言語と比較してずいぶんと簡単です。素人でもウィルス作成が可能となり、90年代後半は爆発的に流行しました。

■2000年　ウィルスが社会現象に
マクロはものすごい流行となりましたが、その影響の範囲は一部のパソコン利用者に限られていました。
これが社会現象とまでなったのは2000年5月の「LOVELETTER」あたりからでしょう。「LOVELETTER」は電子メールから感染するウィルスで、「ワーム」と呼ばれる種類のものです。メッセージを開くと本文に「I LOVE YOU（愛している）」とあり、添付ファイルを開くと、アドレス帳に登録されている全員に同じタイトル、同じ文面、同じ添付ファイルで発送されていきます。
発見と同時に被害が地球規模で拡大し、香港、アメリカ、ベルギーなどが甚大なダメージを受けました。被害総額は88億ドルとなり、過去最悪のウィルス被害となりました。
これが大きく報じられ、一躍ウィルスは市民権を得ました。
[bookmark: _GoBack]さらに翌年、ホームページを見ただけで感染する「Nimda（ニムダ）」が登場します。このあたりから、パソコンと縁のない人まで、コンピュータウィルスの存在を知るところとなったのです。
